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【説明】
今回のアンケート調査の回答内容を踏まえると､家族のケアを現在行っている回答者において､純粋な「家事手伝い」も
含まれていると考えられることから､より「ヤングケアラー」に該当すると想定される層（以下｢より日常的にケアをして
いる層｣という）を抽出し､家族のケアを現在行っている回答者全体との間で傾向の比較を行った。

【｢より日常的にケアをしている層｣の抽出方法】
全回答者（Ｎ=14,237）のうち､

･問10において【家族のケアを現在行っている】を選択 かつ
･問16において「ケアの頻度」が週３日以上(【週に３～５日】【ほぼ毎日】を選択) かつ
･問17において「平日のケアの時間」が２時間以上(【２～４時間】【４～６時間】【６～８時間】【８時間以上】を選択)

の回答者を｢より日常的にケアをしている層｣として抽出した。

【抽出結果(対象数)】
中学校２年生 59人
全日制高校２年生 42人
定時制高校２年生相当 ９人 計 110人
※家族のケアをしている回答者（626人）に占める割合､アンケートの全回答者（14,237人）に占める割合は､
それぞれ17.6％､0.8％である。

【備考】
調査結果のグラフ化にあたり【無回答】【その他】の数値が「０」の場合、当該グラフに表示しない。

絞り込み集計の内容
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無回答

16

その他

13

１か月に数日

61

週に１～２日

105 １日１時間未満

171

１日１～２時間

137

１日２時間以上

110
無回答

13

週３日以上

431

問16 ケアの頻度（Ｎ=626） 週３日以上のケアしている回答者における､
平日１日あたりのケアの所要時間（Ｎ=431）

「より日常的にケアをしている層」の抽出イメージ
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より日常的にケアをしている層
（週３日以上かつ平日1日あたり２時間
以上ケアを行っている層）

家族のケアを現在行っている回答者（Ｎ=626）のうち「週３日以上 かつ 平日１日あたり２時間以上ケアを行っている」層
（Ｎ=110）について､家族のケアを現在行っている回答者全体との間で比較分析を行った。



性別（問２）

31.8%

40.6%

男性 49.1%

65.5%

54.8%

女性 47.3%

2.7%

4.6%

無回答

3.6%

より日常的にケアをしている（Ｎ=110）

家族のケアを現在している（Ｎ=626）

回答者全体（Ｎ=14,237）

性別

男性 女性 無回答

◇家族のケアを現在している層において､女性の占める割合が男性を上回っており､より日常的にケアをしている層ではその割合が
さらに上昇した。

中高生の生活実態に関するアンケート調査結果

絞込
集計１
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健康状態（問４）

37.3%

54.0%

よい 60.5%

24.5%

20.9%

まあよい 19.6%

27.3%

19.5%

ふつう 15.9%

9.1%

4.2%

あまりよくない 2.7%

0.0%

0.5%

よくない 0.4%

1.8%

1.0%

無回答 0.9%

より日常的にケアをしている（Ｎ=110）

家族のケアを現在している（Ｎ=626）

回答者全体（Ｎ=14,237）

健康状態

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

◇健康状態については､より日常的にケアをしている層において【よい】と【まあよい】を合わせた割合が減少し､【あまりよくな
い】と【よくない】を合わせた割合が増加した。

中高生の生活実態に関するアンケート調査結果

絞込
集計２
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70.0%

82.1%

ほとんどしない 86.6%

10.9%

7.3%

１か月に１回程度

6.4%

13.6%

6.9%

１か月に２～３回程度

4.1%

4.5%

2.7%

１週間に１回以上

1.8%

0.9%

1.0%

無回答

1.1%

より日常的にケアをしている（Ｎ=110）

家族のケアを現在している（Ｎ=626）

回答者全体（Ｎ=14,237）

欠席の状況

ほとんどしない １か月に１回程度 １か月に２～３回程度 １週間に１回以上 無回答

欠席の状況（問５）

◇学校の欠席状況については､より日常的にケアをしている層において【ほとんどしない】と【１か月に１回程度】を合わせた割合
が減少し､【１か月に２～３回程度】と【１週間に１回以上】を合わせた割合が増加した。

中高生の生活実態に関するアンケート調査結果

絞込
集計３
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72.7%

80.7%

ほとんどしない 85.2%

4.5%

7.3%

１か月に１回程度

5.9%

10.9%

5.0%

１か月に２～３回程度

4.0%

10.9%

5.9%

１週間に１回以上

3.8%

0.9%

1.1%

無回答

1.1%

より日常的にケアをしている（Ｎ=110）

家族のケアを現在している（Ｎ=626）

回答者全体（Ｎ=14,237）

遅刻や早退の状況

ほとんどしない １か月に１回程度 １か月に２～３回程度 １週間に１回以上 無回答

遅刻や早退の状況（問６）

◇遅刻や早退の状況については､欠席の状況と同様に､より日常的にケアをしている層において【ほとんどしない】と【１か月に１回
程度】を合わせた割合が減少し､【１か月に２～３回程度】と【１週間に１回以上】を合わせた割合が増加した。

中高生の生活実態に関するアンケート調査結果

絞込
集計４
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部活動（学校外での活動を含む）への参加状況（問７）

70.0%

78.9%

参加している

79.6%

30.0%

20.0%

参加していない

19.4%

1.1%

無回答 1.1%

より日常的にケアをしている（Ｎ=110）

家族のケアを現在している（Ｎ=626）

回答者全体（Ｎ=14,237）

部活動への参加状況

参加している 参加していない 無回答

◇部活動への参加状況については､より日常的にケアをしている層において､【参加している】の割合が減少した。

中高生の生活実態に関するアンケート調査結果

絞込
集計５
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平日の自宅での勉強時間（問８）

4.5%

6.9%

２時間以上

6.9%

14.5%

17.7%

１～２時間

17.7%

21.8%

24.9%

30分～１時間

24.9%

20.9%

16.3%

15～30分

16.3%

38.2%

33.4%

15分未満

33.3%

0.8%

無回答

0.9%

より日常的にケアをしている（Ｎ=110）

家族のケアを現在している（Ｎ=626）

回答者全体（Ｎ=14,237）

平日の自宅での勉強時間

２時間以上 １～２時間 30分～１時間 15～30分 15分未満 無回答

◇平日の自宅での勉強時間については､回答者全体と家族のケアを現在している層との間でほとんど差異は見られなかったが､より日
常的にケアをしている層においては､自宅での勉強時間が若干短くなった。

中高生の生活実態に関するアンケート調査結果

絞込
集計６
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一緒に住んでいる家族の構成（問９）

13.6%

23.0%

三世代

16.8%

56.4%

57.3%

二世代

67.1%

29.1%

18.1%

ひとり親

13.2%

0.9%

1.0%

その他

1.9%

0.6%

無回答

1.0%

より日常的にケアをしている（Ｎ=110）

家族のケアを現在している（Ｎ=626）

回答者全体（Ｎ=14,237）

家族構成

三世代 二世代 ひとり親 その他 無回答

◇家族の構成員について､【三世代世帯】【二世代世帯】【ひとり親世帯】【その他】に類型化（第１部参照）して比較したところ､
より日常的にケアをしている層において､【ひとり親世帯】の割合が大きくなった。

中高生の生活実態に関するアンケート調査結果

絞込
集計７
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36.7%

23.8%

42.8%

5.3%

9.1%

34.5%

15.5%

62.7%

5.5%
3.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

父母 祖父母 きょうだい その他 無回答

ケアを必要とする家族

家族のケアを現在している（Ｎ=626） より日常的にケアをしている（Ｎ=110）

ケアを必要とする家族（問11）

◎各層全体に対し該当選択肢を選択した割合
（複数回答のため合計は100％になりません）

中高生の生活実態に関するアンケート調査結果

絞込
集計８
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◇ケアを必要とする家族については､より日常的にケアをしている層において【父母】【祖父母】の割合が低下し､【きょうだい】の
割合が増加した。



ケアを必要とする家族の主な課題（問12）

10.4%

30.0%

13.3%

4.5%
6.5%

9.4%

4.6% 5.3%

0.6%

16.3% 18.4%
16.4%

50.0%

11.8%

4.5% 3.6%
6.4% 6.4%

9.1%

0.9%

14.5%

2.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

病
気
を
か
か
え
て
い
る

幼
い
（
小
学
生
以
下
）

高
齢
（
常
に
介
護
が
必
要
な
状
態
で
は
な
い
）

高
齢
（
常
に
介
護
が
必
要
な
状
態
で
あ
る
）

認
知
症

身
体
障
害

知
的
障
害
ま
た
は
発
達
障
害

こ
こ
ろ
の
健
康
の
問
題

（
う
つ
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
）

依
存
症

（
ア
ル
コ
ー
ル
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
）

そ
の
他

無
回
答

ケアを必要とする家族の課題

家族のケアを現在している（Ｎ=626） より日常的にケアをしている（Ｎ=110）

病
気
を
か
か
え
て
い
る

幼
い
（
小
学
生
以
下
）

高
齢
（
常
に
介
護
が
必
要
な
状
態
で
は
な
い
）

高
齢
（
常
に
介
護
が
必
要
な
状
態
で
あ
る
）

認
知
症

身
体
障
害

知
的
障
害
ま
た
は
発
達
障
害

こ
こ
ろ
の
健
康
の
問
題

（
う
つ
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
）

依
存
症
（
ア
ル
コ
ー
ル
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
）

そ
の
他

無
回
答

◎各層全体に対し該当選択肢を選択した割合
（複数回答のため合計は100％になりません）

◇ケアを必要とする家族の課題については､より日常的にケアをしている層において､【幼い】の割合が大きく増加した。問11「ケア
を必要とする家族」において【きょうだい】の割合が高いことからも､弟・妹の世話をしているケースの多いことがうかがわれる。

中高生の生活実態に関するアンケート調査結果

絞込
集計９
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ケアの内容（問13）

62.0%

22.5% 21.9%

13.7%

25.2%

18.7%

4.2% 4.5%
1.4% 3.0% 3.2%

69.1%

44.5%

27.3%
23.6%

29.1%

24.5%

5.5%

13.6%

1.8% 0.0% 1.8%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

家
事

（
食
事
の
準
備
、
掃
除
、
洗
濯
な
ど
）

幼
い
き
ょ
う
だ
い
の
世
話

（
保
育
所
等
へ
の
送
迎
を
含
む
）

感
情
面
の
ケ
ア

（
話
し
相
手
に
な
る
な
ど
）

身
体
的
な
ケ
ア

（
着
替
え
、
食
事
、
入
浴
、

ト
イ
レ
な
ど
の
介
助
）

見
守
り

外
出
の
付
き
添
い

医
療
面
の
ケ
ア

（
薬
の
管
理
な
ど
）

家
計
の
支
援

（
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
に
よ
り

家
計
を
支
え
る
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

（
手
話
、
通
訳
な
ど
）

そ
の
他

無
回
答

ケアの内容

家族のケアを現在している（Ｎ=626） より日常的にケアをしている（Ｎ=110）

◎各層全体に対し該当選択肢を選択した割合
（複数回答のため合計は100％になりません）

◇ケアの内容については､より日常的にケアをしている層において【幼いきょうだいの世話】の割合が､次いで【身体的なケア】【家
計の支援】の割合が増加した。問11「ケアを必要とする家族」において【きょうだい】の割合が高いことからも､弟・妹の世話を
しているケースの多いことがうかがわれる。

中高生の生活実態に関するアンケート調査結果

絞込
集計10

66



一緒に家族のケアをする人①（問14）

44.9%

63.3%

13.9%

23.2%

44.7%

9.9%

1.8%

7.5%

1.1%

6.7% 5.6%

48.2%

69.1%

19.1%

30.9%

46.4%

10.0%

1.8%

8.2%

1.8%
3.6%

1.8%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

父親 母親 祖父 祖母 きょうだい 親戚の人 近所の人 福祉サービスの人 その他 誰もいない 無回答

一緒にケアをする人

家族のケアを現在している（Ｎ=626） より日常的にケアをしている（Ｎ=110）

◎各層全体に対し該当選択肢を選択した割合
（複数回答のため合計は100％になりません）

◇一緒にケアをする人については､より日常的にケアをしている層において【誰もいない】の割合が減少し､【祖母】､次いで【母
親】､【祖父】の割合が増加した。問11「ケアを必要とする家族」において【きょうだい】の割合が高いことからも､母親を助けて
弟・妹の世話をしている状況がうかがわれる。

中高生の生活実態に関するアンケート調査結果

絞込
集計11
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一緒に家族のケアをする人②（問14）

35.7%

58.3%

6.9%

16.0%

35.7%

5.0% 6.3%

1.9%

9.1% 14.1%

50.8%

69.5%

28.8%

39.0%

49.2%

11.9%
6.8%

1.7%

3.4% 1.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

父
親

母
親

祖
父

祖
母

き
ょ
う
だ
い

親
戚
の
人

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
人

そ
の
他

誰
も
い
な
い

無
回
答

中学校２年生

全国調査（Ｎ=319） より日常的にケアをしている（Ｎ=59）

28.3%

52.1%

4.9%

11.4%

34.5%

7.2% 7.2%
1.3%

11.4%
16.3%

45.2%

71.4%

9.5%

23.8%

45.2%

7.1% 11.9%

2.4%

2.4% 0.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

父
親

母
親

祖
父

祖
母

き
ょ
う
だ
い

親
戚
の
人

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
人

そ
の
他

誰
も
い
な
い

無
回
答

全日制高校２年生

全国調査（Ｎ=307） より日常的にケアをしている（Ｎ=42）

19.4%

41.9%

3.2%

12.9%

25.8%

9.7%
6.5% 3.2%

19.4% 19.4%

44.4%

55.6%

0.0%

11.1%

33.3%

11.1%

0.0% 0.0%

11.1% 11.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

父
親

母
親

祖
父

祖
母

き
ょ
う
だ
い

親
戚
の
人

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
人

そ
の
他

誰
も
い
な
い

無
回
答

定時制高校２年生相当

全国調査（Ｎ=31） より日常的にケアをしている（Ｎ=9）

◇一緒にケアをする人について､学校種別に全国調査値とより日常的にケアをしている層を比較すると､【誰もいない】の割合が低い
一方､家族の各構成員の割合が概ね高かった。なお､比較に際し全国調査に【近所の人】の選択肢がないため､当該項目を除いて比
較した。

一緒にケアをする人（学校種別・全国調査値との比較） ◎各層全体に対し該当選択肢を選択した割合
（複数回答のため合計は100％になりません）

※参考「ヤングケアラーの実態に関する調査研究」（令和３年３月） 三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社より作成

中高生の生活実態に関するアンケート調査結果

絞込
集計12
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一緒に家族のケアをする人③（類型化後）（問14）

86.4%

複数人でケア（福祉サービス利用せず）

80.2%

8.2%

福祉サービス利用

7.5%

3.6%

自分一人でケア

6.7%

1.8%

無回答

5.6%

より日常的にケアをしている（Ｎ=110）

家族のケアを現在している（Ｎ=626）

一緒にケアをする人（類型化後）

複数人でケア（福祉サービス利用せず） 福祉サービス利用 自分一人でケア 無回答

◇一緒にケアをする人について､【複数人でケア（福祉サービス利用せず）】【複数人でケア（福祉サービス利用）】【自分一人で
ケア】【無回答】に類型化（第１部参照）して比較したところ､より日常的にケアをしている層において【自分一人でケア】の割
合がやや減少した一方､【複数人でケア（福祉サービス利用）】の割合は微増に留まった。

中高生の生活実態に関するアンケート調査結果

絞込
集計13
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自分の生活への影響①（問19）

1.3% 1.6%

5.9%
2.2% 1.1%

3.7%

14.5%

7.7%
4.0%

7.0%

0.8%

5.4%
0.8%

68.8%

5.0%3.6% 3.6%

13.6%
2.7%

5.5%
9.1%

22.7%

15.5%

7.3%

13.6%

1.8%

13.6%

0.0%

50.9%

1.8%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

学
校
を
休
み
が
ち
で
あ
る

遅
刻
や
早
退
が
多
い

家
庭
で
十
分
勉
強
で
き
な
い

授
業
に
集
中
で
き
な
い

部
活
や
習
い
事
が
で
き
な
い

友
人
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る

体
の
だ
る
さ
を
感
じ
て
い
る

孤
独
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る

睡
眠
不
足
で
あ
る

進
路
を
考
え
る
余
裕
が
な
い

自
分
の
自
由
な
時
間
が
な
い

そ
の
他

特
に
影
響
は
な
い

無
回
答

自分の生活への影響

家族のケアを現在している（Ｎ=626） より日常的にケアをしている（Ｎ=110）

◎各層全体に対し該当選択肢を選択した割合
（複数回答のため合計は100％になりません）

◇自分の生活への影響では､より日常的にケアをしている層で【特に影響はない】が大幅に減少する一方､他の選択肢の割合が総じて
増加した。

中高生の生活実態に関するアンケート調査結果

絞込
集計14
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47.3%

何らかの影響あり

26.0%

50.9%

特に影響はない

69.0%

1.8%

無回答

5.0%

より日常的にケアをしている（Ｎ=110）

家族のケアを現在している（Ｎ=626）

自分の生活への影響（類型化後）

何らかの影響あり 特に影響はない 無回答

自分の生活への影響②（類型化後）（問19）

◇自分の生活への影響について､【何らかの影響あり】【特に影響はない】【無回答】に類型化（第１部参照）して比較したところ､
より日常的にケアをしている層において､【何らかの影響あり】が約20ポイント増加した。

中高生の生活実態に関するアンケート調査結果

絞込
集計15
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ケアに関する悩みの相談経験（問20）

◇ 相談経験が【ある】との回答は､家族のケアを現在している層に比して､より日常的にケアをしている層の方が約10ポイント高く
なり､全国調査において相談経験が【ある】と回答した割合とほぼ同水準となった。

21.8%

12.0%

ある

23.8%

78.2%

84.2%

ない

65.2%

3.8%

無回答

11.0%

より日常的にケアをしている（Ｎ=110）

家族のケアを現在している（Ｎ=626）

全国調査（Ｎ=706）※

ケアに関する悩みの相談経験

ある ない 無回答

中高生の生活実態に関するアンケート調査結果

絞込
集計16
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※参考「ヤングケアラーの実態に関する調査研究」（令和３年３月） 三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社より作成



70.2%

8.9%

42.3%

9.5%

14.9%

7.1%
3.6%

2.4% 2.4%
2.4%

3.0%

61.3%

10.7%

44.0%

9.3%

17.3%

9.3%

0.0% 1.3% 1.3% 0.0% 1.3%

37.5%

4.2%

58.3%

8.3%

20.8%

16.7%

0.0%

4.2%
4.2%

0.0%

4.2%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

家
族
（
父
母
、
祖
父
母
、
き
ょ
う
だ
い
）

親
戚
（
お
じ
、
お
ば
な
ど
）

友
人

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
知
り
合
い

学
校
の
先
生

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー

医
師
や
看
護
師
な
ど
、
医
療
機
関
の
人

ヘ
ル
パ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
人

保
健
所
や
福
祉
事
務
所
な
ど
、
役
所
の
人

そ
の
他

無
回
答

ケアに関する悩みの相談相手

全国調査（Ｎ=168）※ 家族のケアを現在している（Ｎ=75）

より日常的にケアをしている（Ｎ=24）

家
族
（
父
母
、
祖
父
母
、
き
ょ
う
だ
い
）

親
戚
（
お
じ
、
お
ば
な
ど
）

友
人

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
知
り
合
い

学
校
の
先
生

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

医
師
や
看
護
師
な
ど
、
医
療
機
関
の
人

ヘ
ル
パ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
人

保
健
所
や
福
祉
事
務
所
な
ど

役
所
の
人

そ
の
他

無
回
答

【問20で「① ある」と回答した方】悩みの相談相手（問21）

◎各層全体に対し該当選択肢を選択した割合
（複数回答のため合計は100％になりません）

◇ケアに関する悩みの相談相手については､より日常的にケアをしている層では【家族】や【親戚】より【友人】を選んだ割合が高
くなった。より日常的にケアをしている層では､【家族】は「ケアを一緒に行う相手」となり､「相談相手」にはなりえていない可
能性がうかがわれる。なお､比較に際し､全国調査にある【近所の人】【保健室の先生】の選択肢が本件設問の選択肢にないため､
当該項目を除いて比較した。

中高生の生活実態に関するアンケート調査結果

絞込
集計17
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※参考「ヤングケアラーの実態に関する調査研究」（令和３年３月）
三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社より作成



10.0%
8.0% 9.6%

68.0%

24.1%

4.6% 6.1%6.1%

1.3%
4.0%

76.9%

11.2%
7.0%

3.2%

10.5%

3.5%
5.8%

73.3%

15.1%

2.3% 2.3%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

誰に相談してよいか、よくわからない 相談できる人が身近にいない 家族のことを外部に知られたくない 相談するほどの悩みとは思わない 相談しても状況が変わると思わない その他 無回答

ケアに関する悩みを相談しなかった理由

全国調査（Ｎ=460）※ 家族のケアを現在している（Ｎ=527） より日常的にケアをしている（Ｎ=86）

◎各層全体に対し該当選択肢を選択した割合
（複数回答のため合計は100％になりません）

【問20で「② ない」と回答した方】悩みを相談しなかった理由（問22）

◇ケアに関する悩みを相談しなかった理由については､全国調査の結果と比べ､家族のケアを現在している層､より日常的にケアをし
ている層のいずれも【相談するほどの悩みとは思わない】の割合が高く､【相談しても状況が変わると思わない】の割合は少な
かった。なお､全国調査にある【家族外の人に相談するような悩みではない】【家族のことのため話しにくい】【家族に対して偏
見を持たれたくない】の選択肢が本件設問の選択肢にないため､当該項目を除いて比較した。

中高生の生活実態に関するアンケート調査結果

絞込
集計18
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※参考「ヤングケアラーの実態に関する調査研究」（令和３年３月） 三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社より作成



家族のケアを行う子供のためにあれば良いと思う支援（問25）

35.5%

23.0%
24.9%

33.7%

22.8%

27.6%

19.0%
21.6%

1.0%

27.8%

2.7%

35.5%

14.5%

20.9%

33.6%

20.9%

30.9%

20.0%

26.4%

0.9%

30.9%

0.0%
0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

家
族
の
病
気
や
障
害
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
も
ら
え
る
こ
と

福
祉
や
医
療
に
関
す
る
情
報
が

わ
か
り
や
す
く
得
ら
れ
る
こ
と

自
分
の
代
わ
り
に
、
家
事
や
ケ
ア
を

し
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と

経
済
的
な
負
担
を

や
わ
ら
げ
て
く
れ
る
こ
と

自
分
の
進
路
な
ど
、
将
来
の
こ
と
を

相
談
で
き
る
場
が
あ
る
こ
と

自
分
の
置
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
、

話
を
聞
い
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と

自
分
と
同
じ
よ
う
に
家
族
の
ケ
ア
を

し
て
い
る
人
と
、
語
り
合
え
る
場
が
あ
る
こ
と

学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

家族のケアを行う子供のためにあれば良いと思う支援

家族のケアを現在している（Ｎ=626） より日常的にケアをしている（Ｎ=110）

家
族
の
病
気
や
障
害
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
も
ら
え
る
こ
と

福
祉
や
医
療
に
関
す
る
情
報
が

わ
か
り
や
す
く
得
ら
れ
る
こ
と

自
分
の
代
わ
り
に

家
事
や
ケ
ア
を
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と

経
済
的
な
負
担
を

や
わ
ら
げ
て
く
れ
る
こ
と

自
分
の
進
路
な
ど

将
来
の
こ
と
を
相
談
で
き
る
場
が
あ
る
こ
と

自
分
の
置
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て

話
を
聞
い
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と

自
分
と
同
じ
よ
う
に

家
族
の
ケ
ア
を
し
て
い
る
人
と

語
り
合
え
る
場
が
あ
る
こ
と

学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

◎各層全体に対し該当選択肢を選択した割合
（複数回答のため合計は100％になりません）

◇あれば良いと思う支援については､より日常的にケアをしている層では､家族のケアを現在行っている層に比べ【福祉や医療に関す
るわかりやすい情報】や【自分の代わりに家事やケアをしてくれる人】の割合が減少する一方､【話を聞いてくれる人】や【学習
サポート】の割合に増加がみられた。

中高生の生活実態に関するアンケート調査結果

絞込
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